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テキストファイルを比較するソフトウェアツール　FCMPの使用について

藤　村　直　美＊

1．はじめに

　TSSの普及につれてオンラインテキストエディタを利用してソーステキストやデータを作成・編

集する機会が増えている．それに伴って，従来は経験しなかったような種々の問題が発生してきた．

例えば，オンラィンエディタによって意図しない修正が行われたにもかかわらずそれに気が付かない

とか，同じようなテキストファィルが沢山できて，それらの相互間の異同を確認する必要が生ずると

いったようなことである．

　図］（a）に示すような6行からなるテキストファィルfile　1を考える．これを修正して図1（b）

のfile　2が得られたものとしよう．すなわちfile　1の2行目をYELLOWからGREENに変更，3

行目と4行目の間にWHITEを挿入したものである．こうしてできたfile　2をさらに更新を繰り返

すと同じようなファイルが沢山でき上ってしまう．この例のように，それぞれのファイルの行数が少

い時は人間の目で確かめることも可能である．しかし，］00行あるいは数千行からなる，意識的に

変更した所だけ異なるとは限らない二つのファイルの異同を人間の目で確認することは不可能といっ

てよいだろう．

　こうした状況を改善するために，二つの類似のテキストファィルを比較して，挿入・削除・修正と

いった関係を行単位で表示するソフトウェアッール　FCMP（File　CoMPare）を作成した．この

ような基本的なソフトウェアッールはソフトウェアの開発・改善・保守等に役立ち，その応用範曲も

広い．以下，FCMPの使用方法を中心に述べる．

1　RED　　　　　　l　RED

2　YELLOW　　　2　GREEN
3　　BI、UE　　　　　3　　BLUE

4　　RED　　　　　　4　WHITE

5　BLACK　　　　5　RED

6　YEnOW　　　6　BLACK
　　　　　　　　　7　YELLOW

（a）　file　1　　　　　（b）　file　2

図1　ファイル修正例

］　RED　　　　　　　　　RED

2　YELLOW　　　＊＊　GREEN

3　　BLUE　　　　　＝＝　　BLUE

4　　　　　　　　＞　WHITE

5　RED　　　　　　　　　RED

6　BLACK　　　　＝＝　　BLIACK

7　YELLOW　　　　　　YELLOW

図2　file1とfile　2の異同

2　ファイル比較プログラム

　FCMPは最初九州大学工学部情報工学科のFACOM230－45S　OS皿において作成され，後に九

州大学大型計算機センターのFACOM　M－］900SIV／F4に移し換えられた．手続きは記述の容
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易さ，処理速度，プログラムの大きさ，移し換えの容易さ等を考慮して，COBOLで記述している．

　FCMPは入力部，比較部，出力部からなる，入力部は比較処理に備えて対象となるテキストファイ

ルを行単位でコード化する．比較部はその情報をもとにして，▼一意に等しい▼行の組，▼等しい▼

行の組，▼等しくない▼行の組，▼挿入された行▼，▼削除された行▼の5種類に分類する．出力部

は利用者が指定したパラメータに従って，必要な情報を編集して出力する（4種類の組合せが可）．

　前述の図］において，▼一意に等しい▼行の組とはfile1とfile　2に一行ずつあるBLUEとBLA

CKの各行である．　REDはfile　1とfile　2に各2行あり，YELLOWはfile1に2行，　file　2に1

行あるので▼等しい▼行の組である．file　2にはGREENとWHITEがあるが，　file］にはない．

最初に一意に等しい行の対応を，次に等しい行の対応をとって並べてみると図2のようになる．ここ

で中央の＝＝は左右の行が一意に等しいこと，空白は左右が等しいが，一意には等しくないこと，＊

＊は左右の行が等しくないこと，〉はfile　2へ行が挿入されていることを示している．

　前述したよう｛こFCMPはパラメータの組合せによって4種類の出力形式を用意している．以下に

パラメータの組合せによる出力例を中心に結果の見方について述べる．

　パラメータは，

　　　D：全ての行を出力する（Detail）

　　　S：一意に等しい行と等しい行は出力しない（Simple）

　　　N：幅の狭い出力装置向（Narrow）

　　　W：幅の広い出力装置向（Wide）

の組合せである．以下の例で比較の対象となる2つのファイルは4例とも同じものを用いている．

　図3にパラメータDWによる出力例を示す．左側のファイルを訂正・編集して右側のファイルが得

られたものとすると，図の中央の＝＝，空白，＊＊，〉は図2の説明で述べたのと同じ意味である．

＜はその行が右のファイルでは削除されたこと（左のファイルへ挿入されたこと）を示している・

　さらに具体的に説明する．左の1行目と右の1行目は一意に等しい．左の2行目と右の2行目は等

しいけれども，左の2行目は左の5行目，】2行目，…に同一の行があり，右の2行目は右の4行目，

7行目，…に同一の行がある．従って一意に等しくはない．左の3行目と右の3行目は等しくない．

右の4行目と5行目は挿入されている．FCMPは行単位で等しいか否かを判断するので，左の3行

目と右の5行目がよく似ているというような対応付けは行わない．左の］3行目から16行目の内容

をまとめて右の15行目にしたため，左の13行目と右の15行目は等しくなく，左の］4行目から

16行目は削除されている．

　パラメータDWによる出力は2つのファイルが左右に分離され，全行出力されるので，ソースリス

トとしても十分役に立つ（制限を参照）．ところで，この例ではソーステキストが約40行と少いの

で全行出力しても負担にならないが，大きなテキストファィルでは全部の情報を出力するのは不経済

であり．異なる部分だけがわかった方がむしろ都合がよいことの方が多い．そこで．一意に等しい行

および等しい行の組を出力しないようにしたのが図4に示すパラメータSWによる出力例である．中

央の記号の意味は同じであるが，一意に等しい行および等しい行は出力されていない．この2種類の

行が何行あったかは出力リストの最後に示される▼まとめ▼を見ればわかる．Eは等しい行．＝は一

意に等しい行である．
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FCHP　EXAMPLE．TEXT（LEFT）　EXAHPLE．TEXT（RIGHlr）　PARM｛DW）

　　　　　　　FACOM　　OS　IV／F4　　　PCMP　　　－790811●　　　DATE　O8／20／79　　　TIHE　10335802　　　（N．FUJ　IHURA）
　　　　　　　DSNI　TBXT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DSN2　TEXT

　　　　　　　OOO1　蕃　　　　　「rH工S　PROGRAM　COHPUTES　N　PRIHE　NUHBERS●　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0001　書　　　　　TH工S　PROGRAH　COト1PUTES　N　PRIME　NUHBERS．
　　　　　　　0002　尋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0002　善

　　　　　　　0003　　　　　　工NTEGER　PR工ME｛1000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★　0003　　　　　　DEFINE｛L工H工丁，1000｝　　　　　　　　　　　　　　8　　SIZE　OF　TABLE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　0004　善

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　0005　　　　　　　1NTEGER　PR工ME（LIHIT）

　　　　　　　0004　　　　　　　LOGICAL　SW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0006　　　　　　　LOGICAL　SW

　　　　　　　OOO5　善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0007　書

　　　　　　　0006　　　　　　READ‘5710）　N3　10　PORMAT｛15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3＝　0008　　　　　　READ｛5，10）　N虜　10　FORHAT｛工5）
　　　　　　　0007　　　　　　　1F　｛　N　＜　1　＆　N　＞　1000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★　0009　　　　　　　1F　（　N　〈　1　1　N　＞　1」工MIrP）　　　　　　　　　　　8　　1NPUτ　DArrA　CHECK

　　　　　　　OOO8　　　　　　　　　S（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0010　　　　　　　　　S《

　　　　　　　0009　　　　　　　　　WR工TE（6ワ　20）　N3　　　20　FORMAτ（　1　工NVAL工D　N　｛．，　工5，　1　★★　0011　　　　　　　　　WRITE｛6，20）　N；　　20　FORHAT（5X，・　工NVAL　ID　N　（．，16，・｝

　　　　　　　0010　　　　　　　　　STOP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0012　　　　　　　　　　STOP

　　　　　　　OOll　　　　　　　　　　S）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0013　　　　　　　　　S》

　　　　　　　0012　審　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0014　特

　　　　　　　0013　　　　　　　PR工ME｛1）　＝　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★　0015　　　　　　　PRIME（1｝　＝　23　　NO　＝　1，　　INDEX　＝　1∫　　NUH　＝　13

　　　　　　　0014　　　　　　NO　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

　　　　　　　0015　　　　　　　1NDEX　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

　　　　　　　0016　　　　　　　NUM　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

　　　　　　　0017　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0016　4

　　　　　　　0018　　　　　　REPEAT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0017　　　　　　REPEAT　l
　　　　　　　OO19　　　　　　　　　零（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0018　　　　　　　　　S（

8ミ　　　　0020　　　　　　　　　NUM　＝　NUH　＋　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0019　　　　　　　　　NUM　＝　NUH　＋　2

⑩　　　　　0021　　　　　　　　　1F　（PR工ME（INDEX）　★★　2　＜＝　NUM）　1NDEX　＝INDEX　十　1　　　　　＝＝　0020　　　　　　　　　1F　｛PRIME（INDEX）　★★　2　〈＝　NUM）　工NDEX　＝工NDEX　＋　1
　　　　　　　0022　　　　　　　　　SW　＝　・TRUE●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0021　　　　　　　　　SW　＝　●TRUE．　1

　　　　　　　0023　　　　　　　　　FOR　（1　＝　1，　工　く＝　INDEX　7　1　＝　1　十　1）　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0022　　　　　　　　　FOR　（1　＝　1；　1　〈＝　工NDEX3　1　＝　1　＋　1）

　　　　　　　0024　　　　　　　　　　　工F　（HOD（NUM，　PRIME（工D　　＝＝　0》　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0023　　　　　　　　　　　1F　（MOD｛NUM，　PRIME（1）》　＝＝　0）
　　　　　　　0025　　　　　　　　　　　　　　　S（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0024　　　　　　　　　　　　　　　S（

　　　　　　　0026　　　　　　　　　　　　　　　　SW　＝　●FALSE●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0025　　　　　　　　　　　　　　　　SW　＝　●FALSE・

　　　　　　　0027　　　　　　　　　　　　　　BREAI＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0026　　　　　　　　　　　　　　BREAK

　　　　　　　OO28　　　　　　　　　　　　　　　　零）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0027　　　　　　　　　　　　　　　　零）

　　　　　　　0029　　　　　　　　　　　工F　　（SW）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0028　　　　　　　　　　　工F　　（SW）

　　　　　　　0030　　　　　　　　　　　　　＄｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0029　　　　　　　　　　　　　S（

　　　　　　　0031　　　　　　　　　　　　　　NO　＝　NO　十　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0030　　　　　　　　　　　　　　NO　＝　NO　十　1

　　　　　　　0032　　　　　　　　　　　　PRIME（NO）　＝　NUM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0031　　　　　　　　　　　　PRIME（NO）　＝　NUM

　　洪　　　　0033　　　　　　　　　　　S）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3＝　0032　　　　　　　　　　　S）

　　這…　　　0034　　　　　　　　　S）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0033　　　　　　　　　事）

　　〉十　　　〇〇35　　　　　　UNTエ1」　（NO　＞＝　N）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0034　　　　　　UNTIL　｛NO　＞＝　N）

　梓　　　　0036　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0035　書

ま〉十　　　〇〇37　　　　　　WR工TE（6，30）　（PRIME（1），1＝1，N）；　　30　FORMAT（5X，10110）　　　38　0036　　　　　　WR工rPE｛6，30）　（PRIME｛D，1＝1，N），　　30　FORMAT（5X，10110）
r一 廿き　　　　0038　　　　　　　S「POP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3＝　0037　　　　　　　STOP

　　摯　　　　0039　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0038　書

冨鴇　　　　0040　　　　　　　END　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　0039　　　　　　　END

　　藩　　　DSN1　エ　　　40　L工NES　　DSN2　エ　　　39　L工NES
子r寺　　　　E3　　107　　＝3　　233　　★8　　　4；　　＞3　　　23　　〈3　　　33
’　＼’　　　FCHP　NORMAL　8M）
《、　　　R8ADY
－1

謡　　　　　　　　　　　　図3・パラメータ梛こよる出力例
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PCHP　EX柏4PLε．1『6XT⊂LEPT｝　EXMPLE．TEXT｛RIGHT）　PARH‘SW｝

PACOH　　OSIV／F4　　PCHP　　　曽790811’　　DATE　O8／20／79　　TlHE　10331851　　　（N・PUJ　IHURA｝
DSNI　TEXT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DSN2　TEXT
OOO3　　　　　　工貯8GER　PRエHE（1000｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古右　0003　　　　　　DEFIN8｛LIHIT，1000，　　　　　　　　　　　　　　4　　SIZE　OF　TABLE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞0004　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　0005　　　　　　1NT昼GER　PRIM6｛LIHIrP）
00。7　　1F（N〈1‥＞1000）　　　　　　　　　　“0009　　1F（N＜11N＞LIトIITI　　　・エNPUT願A　CHεCK
8811　，R、麟・三’22・…2°P噸丁（’lwALID　N（”x5”：：8⑪｝；　，R，雛1（三’ll）‖↓．il　F＝1三xi；エ㌫L：D・夢（”16’”

0014　　　　　抑D■　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

0015　　　　　1ND8X●1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
0016　　　　　NUHロ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈
DSN1　■　　　40　LINεS　　DSN2　字　　　39　LINεS
■1　　103　　ロ：　　233　　★；　　　43　　＞1　　　2，　　〈3　　　33

PCHP　NORHAL　2M）
READY

図4．パラメータSWによる出力例

　パラメ～タWを指定した出力は幅が80欄のTSS端末には不向きである．そこで．80欄に納まる

ようにしたのが．図5に示したパラメータDNによる出力例である．左端の行番号間の記号が図3で

述べた記号と同じ意味を持っている．異なる行は左のファイルを1行出力した後に右のファイルを1

行出力する．図5ではテキストの違いのうちでも特に欄の移動や文字の置き換えがわかり易い．例え

は．左の7行目と右の9行目は＆と1か一文字置き換っていること．右の9行目に注釈が追加されて

いることがわかる．また．左の9行目と右の11行目では空白の挿入・削除・文字の置き換えが行わ

れていることがよくわかる．パラメータDNでは出力量が多過ぎることが多いので，図6に示すよう

にパラメータSNを用いて出力を異なる部分のみに限定することができる．

3．おわりに

　FCMPを利用すると（1）テキスト編集，（2）デバッグ，（31テキストファィルの保守等を能率良く行うこ

とができる．また，その他の応用範囲も広い．こうした基本的なソフトウェアッールは便利で役に立

つにもかかわらず，一般の関心は高くないようである．このような道具を存分に利用して．より快適

な環境で仕事をすることが望まれる．
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FCHP　EXAHPLE・TEXT（LEFT）　EXMPLE●TEXT｛R工GHT）　PARH｛DN》

FACOM　　OSIV／F4　　　FCMP　　　－790811－　　　DATE　O8／20／79　　　丁工HE　10333310　　　（N．FUJ　IHURA）

DSNI　DSN2　TEXT
OOO1エ0001　善　　　　THIS　PROGRAM　COMPUTES　N　PR工ME　NUHBERS．
0002　0002　書
0003★　　　　　　　　　　工NTEGER　PRIME（1000）
　　　　★0003　　　　　　DEFINE（L工M工丁，1000）　　　　　　　　　　　　　　書　　S工ZE　OF　TABLE

　　　　＞0004　書

　　　　＞0005　　　　　　　工NTEGER　PRlME｛LIH工「r）

0004＝0006　　　　　　　LOGICAL　SW
OOO5　0007　善
0006＝0008　　　　　　READ（5，10）　N；　10　FORHAT（15）
0007★　　　　　　　　　　IF　（　N　〈　1　＆　N　＞　1000）

　　　　★0009　　　　　　　1F　（　N　〈　1　1　N　＞　LIMI「r》　　　　　　　　　　　善　　INPUT　DATA　CHECK

OOO8　0010　　　　　　　　　S⊂
0009★　　　　　　　　　　　　WRITE（6，　20）　N，　　　20　FO㎜T（　・　INVALID　N　（．，　工5．　・），　）

　　　　★0011　　　　WRITE（6，20｝N3　20　FOMAT｛5XパIW肌1D　N（陥16，り1》
001080012　　　　　　　　　　STOP
OO11　0013　　　　　　　　　S》

0012　0014　＃
0013★　　　　　　　　　　PRIME（1）　＝　2

　　　　★0015　　　　　　　PRIME（1）　＝　2：　　NO　＝　13　　1NDEX　＝　1ハ　　NUM　エ　1，

0014く　　　　　　　　　　NO　＝　1

0015〈　　　　　　　　　　　INDEX　＝　1

0016〈　　　　　　　　　　Nn口H　＝　1

0017　0016　＃
0018＝0017　　　　　　　R8PEAT
OO19　0018　　　　　　　　　S（
0020＝0019　　　　　　　　　NUM　＝　｝頁〕ト1　＋　2

0021＝0020　　　　　　　　　1F　（PRIME（IM）EX）　★★　2　〈＝　NuM）　INDEX　＝INDEX　＋　1
0022＝0021　　　　　　　　　　　SW　＝　・TRUE．

0023＝0022　　　　　　　　　FOR　（1　＝　15　工　〈＝　工NDEX　7　工　＝　1　十　1）

0024＝0023　　　　　　　　　　　　1F　（HOD（NUH，　PR工ME（ID　　＝＝　0）

0025＝0024　　　　　　　　　　　　　　　＄（

0026＝0025　　　　　　　　　　　　　　　　SW　＝　・FALSE．

0027＝0026　　　　　　　　　　　　　　　BREAK
OO28＝0027　　　　　　　　　　　　　　　＄）

0029＝0028　　　　　　　　　1P　（SW）
0030＝0029　　　　　　　　　　　　S（

0031＝0030　　　　　　　　　　　　　　NO　＝　NO　十　1

0032＝0031　　　　　　　　　　　　　PR工ME（NO）　＝　NUM

OO33＝0032　　　　　　　　　　　　S》

0034　0033　　　　　　　　　＄）

0035＝0034　　　　　　　UNT工1」　（NO　＞＝　N｝

0036　0035　壽
0037＝0036　　　　　　WRITE（6．30）　（PR工ME（1），1＝1．N｝．3　　30　FO㎜T（5X，10工10）

0038＝0037　　　　　　STOP
OO39　0038　醤
0040＝0039　　　　　　　END

DSN1　●　　　40　LINES　　DSN2　3　　　39　LINES
E3　103　＝3　233　　★3　　43　　＞3　　23　　く8　　3；

FCMP　NORMAL　END
RE⑮Y　　　　　　　　　　図5．パラメータDNによる出力例

PCHP　8XAHPLE．「rEXT（LEFT）　EXAMPLE．rPEXT⊂RIGHrr）　PARM（SN）

PACOM　　OS　lV／P4　　　FCHP　　　●790811－　　　DATE　O8／20／79　　　丁工ME　10328853　　　｛N．FUJ　IHURA）

DSNI　DSN2　TExrr
OOO3合　　　　　　　　　　INTEGER　PR工HE（1000）
　　　　古0003　　　　　　　DEFlNE｛L工MエT，1000）　　　　　　　　　　　　　　　　8　　SlZE　OF　TABLE

　　　　＞0004　●

　　　　＞0005　　　　　　　1MPEGER　PRIME（LIHlrr）
0007金　　　　　　　　　　エF　｛　N　〈　1　＆　N　＞　1000）

　　　　脅0009　　　　　　1P　《　N　〈　1　1　N　＞　LエM工丁）　　　　　　　　　善　　INPUT　DATA　CH居CK

OOO9★　　　　　　 WRITE（6，20）N3　20　FO】咀AT（．INVAL工D　N（・グエ5，・）・）
　　　　★0011　　　　　　　　　WRITE｛6，20）　N；　　　20　FORMAT（5X，．　1爪7ALID　N　（・，工6，・）．　》

0013★　　　　　　　　　　PRIHE｛1）　■　2
　　　　★0015　　　　　　PR工HE（1）　富　23　　NO　＝　13　　1NDEX　＝　13　　NUM　ロ　13

0014く　　　　　　　　　　NO　■　1

0015く　　　　　　　　　　エN日DEX　B　1

0016〈　　　　　　　　　　NXJM　ロ　1

DSN1　ロ　　　40　L工NES　　DSN2　3　　　39　L工NES
8‡　　103　　83　　233　　★3　　　43　　＞g　　　23　　く3　　　33

PCHP　NO】㎜L　END
READY
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6．パラメータSNによる出力例
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研究開発

使用方法

〔1〕TSS

　コマンドの形式

　　FCMP　　　　　DSNl　　　DSN2　　PARM（SN）

　　FCMPLP　　　DSNl　　　DSN2　　PARM（SW）　　　SY（D）

機能

　FCMP：二つの類似のテキストファイルを比較して結果をTSS端末へ出力する．

　FCMPLP：二っの類似のテキストフフィルを比較して結果をセンターのLPへ出力する．

パラメータ

　DSN1　　　　｝比較の対象となる二つのデータセットを指定する．

　DSN2
　　パラメータWを指定した時はDSN］で指定されたデータセットが左側，　DSN2で指定された

　　データセットが右側のファイルとして扱われる．

　　パラメータNを指定した時はDSN1で指定されたデータセットが左側の．　DSN2で指定され

　　たデータセットが右側の行番号に対応する．

　PARM：パラメータはDW，　DN，　SW，　S　Nの4つの組合せが可能である（2節参照）．上記

　　　　　の値は特に指定しない時に採用される値である．

　SY　：FCMPLPで出力LPの選択を行う．

　　　　　D：通常のLP

　　　　　A：　　〃

　　　　　S：小文字付きLP

　　　　　K：カナ文字付きLP

使用例

　TSSによるFCMPの使用例を図7に示す。下線を引いた部分が利用者が入力したコマンドであ

　る．

襯大丁㍊彗機茜元ター広報　　　一372一



LOGON　TSS　FOO39
＋　PASSWORD　？
　　●■8闘■■竃

KEQ564551　FOO39　LOGON　工N　PROGRESS　AT　13；41c21　0N　AUGUST　23，　1979
」OB　NO　＝　4227038　　　CENTRAL
　★★★　WA1「P工NG　FOR　　READY　　MESSAGE　★★★

READY
PCnP　EXAHPLE．TEXIr　LBFT　　EXAt1PLE●TEXT　RIGHT
FACOn　　OSIV／F4　　　FCHP　　　－790811－　　　D∧TE　O8　23／79　　　TInE　13：42‡03　　　（N・FUJ　IMURA）

DSNI　DSN2　TEXT
OOO3★　　　　　　　　　　INTEGER　PRIト1E（1000）

　　　　★0003　　　　　　DEFINE（LIMI「r，1000）　　　　　　　　　　　　　●　　SIZE　OF　TABLE
　　　　＞0004　＃

　　　　＞0005　　　　　　　1NTEGER　PRIt1E（LIHIT）
OOO7★　　　　　　　　　IF　（　N　〈　1　＆　tl　＞　1000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　★0009　　　　　　　1F　（　N　〈　1　1　｝1　＞　LInIT）　　　　　　　　　　　3　　1NPUT　DATA　CHECK
OOO9★　　　　　　　　　　　　　17RITE（6，　20）　｝1；　　　20　FORHAT（　，　1正爪7ALID　II　（㌧　　15，　り・　）

　　　　★0011　　　　　　　　　τ・7RXTE（6，20｝　N；　　　20　FORnAT（5X，．　INVALID　N　（．，工6，・）・　）

0013★　　　　　　　　　PR工HE（1）　＝　2
　　　　★0015　　　　　　PRIHE（1）　＝　2：　　NO　＝　13　　1NDEX　＝　1：　　NU【1＝　13

0014く　　　　　　　　　　　　NO　＝　1

0015＜　　　　　　　　　　　IN：DEX　＝　1

0016〈　　　　　　　　　　NuH　＝　1

DSN1　＝　　　40　LINES　　DSN2　＝　　　39　LINES
Ec　　10：　　＝；　　233　　★：　　43　　＞‡　　2；　　〈：　　　3，

FcHP　NOR：二AL　END
READY
TIr1E
KEQ566501　TI：1£－01；42346　CPU－00200302　SESSIOH－00：01：24　AUGUST　23，1979
RE㌫DY

　　　　　　　　　　　　　　TERi1工NAL　LIIIESIZE（136｝l
　　　　　　　　　　　　　　READY

◎◎　　　　　　　　　　　　　FC：1P　EXAIIPLE．TEXT（LEFT）　EXAIiPLE．TEXT（RIGHT｝　PARt4　SW
～q　　　　　　　　　　　　　　FACOE］　OSIV　F4　　　FCHP　　　－790C11－　　　DムTE　O8　2　　　9　　　TlnE　13c43：58　　　（N．F〔1JIMURA）
ω　　　　　　　　　　　　　DsHI　TEXT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DSN2　TEX「r

l　　　　OOO3　　エNTEGER　PRI「1E（ICOO）　　　　　　　　　　★★0003　　DEP・NE（Ln11T’1000）　　　　＃S・ZE　OF　TABLE

〆汁　　　　　READY
増　　器665・－E－…45・52CPU－・一・7　SESS…一・・・…29・UGUS・23’・979

㈱　　　罷識PEX醐。、，．，，X。、E，。　EX卍、PLE．。EX。　R，GH。　PA。。　D。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　0004　＃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　0005　　　　　　1NTEGER　PRII4E（LIMIT）

　　　　　　　　　　　　　　0007　　　　　　　1F　（　｝ミ　〈　1　＆　N　＞　1000｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★　0009　　　　　　　1F　（　N　〈　1　1　N　＞　LIHIT｝　　　　　　　　　　　＃　　INPUT　DATA　CHECK

　　　　　　　　　　　　　　OOO9　　　　　　　　　口RITE（6，　20）　1］3　　20　FORr1AT（　・　INVALID　H　（㌧　15，　．　★★　0011　　　　　　　　　WRITE（6，20）　N3　　20　FORI・IAT（5X，・　INVALID　｝1　（㌧16．1｝
　　　　　　　　　　　　　　0013　　　　　　PR工罵E（1）　＝　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★　0015　　　　　　PR工ME（1｝　＝　23　　NO　＝　1；　　工NDEX　＝　1；　　HU｝1＝　1；

　　　　　　　　　　　　　　0014　　　　　　nO　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

　　　　　　　　　　　　　　0015　　　　　　　1NDEX　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

　　　　　　　　　　　　　　0016　　　　　　　NuH　＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

　　　　　　　　　　　　　　DSN1　＝　　　40　LINES　　DSN2　＝　　　39　LINES

　　　　　　　　　　　　　　E：　10；　　＝‡　233　　★：　　43　　＞：　　23　　〈：　　3フ

　　　　　　　　　　　　　　FCIIP　NORr1AL　END

　　　　　　　　　　　　　　REλDY

≧　　　麟665。、T、，1E．。、、44、5，　CPU．。。、。。，。5　SESS、。，一。。、。3、36　A，GUST　23，、97，

弄　　　：器：1，、XA。P。，．。EX。、EF。　EX卍，PLE．。EX。。、GIIT

L日i　　　　　　　　　　　　　FCIIP　NORItAI」END　ON　SY（D　．

藻　　　　　　　　　　　　　　FCHP　｝】OR｝1AL　END　OH　SY（D）．

子汁　　　　　READY
・　＼’　　　　　　　　　TIME
㊨」＼O　　　　　　　　　　　　KEQ56650工　TIME－01：46：49　CPU－00‡00：10　SESSION－00305；27　AUGUST　23，1979

　　　1　　　　　　　READY

露　　　　　　　　　　　 図7．TSS・・よ鞭用例
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〔皿〕バッチ

　　その機能を考えればFCMPのようなツールをバッチ処理で使用するのはあまり意味がない．しか

し念のため掲げる．

プロシジャ名 記 号 パ ラ メ 一
タ プロシジャステップ名

FCMP SYSOUT ＝

A－
KSR

FCMP

機能

　二つの類似のテキストファィルを比較して指定された出力装置へ表示する．

必要なDD名

　SYSUT1
　　　　　　｝比較の対象となる二つのデータセットを指定する．

　SYSUT2
　　パラメータWを指定した時はSYSUT1で指定されたデータセットが左側，　SYSUT2で指定

　　されたデータセットが右側のファイルとして扱われる．

　　パラメータNを指定した時はSYSUT］で指定されたデータセットが左側の，　SYSUT2で指

　　定されたデータセットが右側の行番号に対応する．

記号パラメータ

　SYSOUT　　A　　通常のLP

　　　　　　　　K　　カナ文字付きLP

　　　　　　　　S　　小文字付きLP

　　　　　　　　R　　端末出力

　出力形式を指定するパラメータDW．　DN，　SW，　SNはEXEC文において，　PARM．　FCMPの

　形で直接指定する．

ジョブ制御文例

　バッチ処理でFCMPを利用する場合のジョブ制御文を図8に示す．

／／　　　　EXEC　　PC｝IP，PARH．FCHp＝SW

／／SYSUTI　　DD　　DSH＝FOO39．EX∧HPLE．里EXT（LEFT），DISP＝SHR
／／SYSU里2　　DD　　DSN＝POO39．EXAHP1、E．τEX8P（RIGHT），D工SP＝SHR
／／

　　　　　　　　　　　　図8．バッチ処理のためのジョブ制御文例
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〔皿〕制限と注意事項

1．比較の対象となるフフイルは各々9998行以下でなければならない．

2．比較の対象となるフフイルは80バイト／レコードの固定長形式に限る．

3．各レコードの1～72欄が比較の対象となる．73～80欄は無視する．従って，例えば］欄か

　　ら行番号のつくCOBOLのソーステキストをrenumberした後で比較すると問題が生じる．した

　がって．COBOLのソーステキストの場合は，1～6欄の行番号を除く（SAVE＊UNNUM等）

　などの工夫が必要である．

4・テキストはパラメータNを指定した時は］～72欄．パラメータWを指定した時は1～59欄

　が出力される．

5，幅の広いTSS端末にパラメータWを指定して出力する時は，　TERMINALコマンドでLIN－

　ESIZEを変更する必要がある．

6・TSSの通常のリージョンサィズでは主記憶不足が発生することがある．その時はLOGON時

　にSIZEパラメータでリージョンサィズを］024KB程度に大きくしてやり直す．

7．FCMPは本来よく似たテキストファィルを比較することを前提としているので，全く異なる

　二つのフフイルを比較すると，CPU時間を極端に多く必要とする．
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